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【4-3  干渉チェック】 

 

クラシック、ドリル以外の複合軸は工具・シャンク・ホルダーの干渉計算を行なえます。 

 

ステータスは 4 つ用意され、場所に応じて方法と干渉計算箇所を変えることができます。 

全てのステータスを使う必要はありません。 

ひとつもチェックしなければ干渉計算を行ないません。 

干渉計算した場合は計算時間に影響します。 項目・面数に応じて長くなります。 

ホルダーのみ計算対象にするなど選択（チェックの入れ方）は自由です。 

ステータス毎に、ドライブ面、チェック面を別々に指定することができます。 

 

計算対象 

図の設定例） 

1・刃先のみ干渉計算 

 

2・刃先と工具軸の間 

 

3・刃先からシャンクまで 

 

4・ホルダーまで全て 

 

 

［工具部分に対するクリアランス］ 

［干渉チェック詳細パラメータ］ 

 

特に変更は不要です。 

干渉の ON・OFＦです。 

 

 

 

 

 

干渉計算した場合、入力された数値ま

で形状に近づきます。例えばホルダー

クリアランス 5 と入力するとホルダーは

形状 5mm 手前までしか接近できないよ

うになります。 


